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【はじめに】放射光施設では，高エネルギーのＸ

線を利用した各種の分光分析が盛んに行われて

いる．放射光施設のＸ線源としての特徴は，高い

強度と幅広い範囲でのエネルギー可変性，および

パルス状の時間構造である．これらの特徴を踏ま

えると，Ｘ線検出器として理想的なのは，短い不

感時間と高い時間分解能を有し，なおかつ検出効

率の高いものである．おおよそ 20 keV 以下であ

れば，アバランシェフォトダイオードが適してい

るが，それ以上のエネルギーでは，シンチレーシ

ョン検出器の利用が適している．その場合，発光

寿命の短いシンチレータが必要となる．このよう

な用途を想定し，我々のグループでは，オージェ

フリー発光を呈する材料や，半導体量子井戸構造

を有する材料，あるいはプラスチックと無機ナノ

粒子とのハイブリッド材料などを開発してきた．

本研究では，これまでのアプローチと異なり，Pr3+

イオンの 5d-4f 遷移を利用したシンチレータにつ

いて，その応用可能性を検討した．特に，発光寿

命の短い YAlO3 (YAP):Prについて，そのＸ線検出

特性を解析した． 

【実験】高エネルギー加速器研究機構の Photon 

Factoryにおいて，Ｘ線検出特性を解析した．ハイ

ブリッドモードにおけるシングルバンチ部分を

解析対象とし，波高スペクトルおよび検出信号の

時間プロファイルを取得した． 

【結果と考察】図 1に，67.4 keV のＸ線に対する

波高スペクトルを示す．YAP:Ce の測定結果を比

較対象として掲載する．なお，測定時のアンプゲインについて，YAP:Ceの場合と比較し，YAP:Pr

では 5倍高い値とした．ピークチャンネルの比較に基づくと，YAP:Prで得られる検出信号の大き

さは，YAP:Ce の場合の 1/10 以下であることとなる．図 2 に，検出信号の時間プロファイルを示

す．時間分解能として，半値全幅として 2 ns程度の値が得られた．発光量の大きいシンチレータ

を用いた場合と比較すると，ピークの左右での非対称性が顕著であった． 

 

図 1 YAP:Pr あるいは YAP:Ce を搭載したシ

ンチレーション検出器の 67.4 keV のＸ線

に対する波高スペクトル．YAP:Prに対す

るアンプゲインは YAP:Ce についての値

の 5倍に設定した． 

 

図 2  YAP:Pr あるいは YAP:Ce を搭載した

シンチレーション検出器の 67.4 keVのＸ

線に対する検出信号の時間プロファイ

ル． 
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